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◆１ はじめに



1.「iPad一人一台」で何が変わるの？

学校で日常的にコンピュータを活用します。

工夫次第で，学びを広げたり深めたりすることができます。

クラス全体での学習場面で

～AppleTVで教材を大きく映す～
一人での学習場面で

～調べ学習・制作活動～

グループでの学習場面で

～発表・話し合い・協働制作～



２．iPadでできること

・インターネットを活用した調べ学習

・写真・動画・音声データとして学びを記録する

・データの共有

・デジタル教科書・ドリルの利用

・iPad上での共同作業

・iPadを使った学習発表

・プログラミング学習

など



◆２ 活用の準備



1.名前の設定

• iPadの名前 「設定」→「一般」→「情報」→「名前」

Air Drop を使うときに，名前が表示されます。 誰のiPadかが
分かるように，必ず設定しておきましょう。



2．AriDrop受信の設定
みんなとデータをやり取りできるように設定します。
①「設定」をタップ
②「一般」→「AirDrop」をタップ
③「すべての人」をタップ



3.教室のテレビに画面を映す方法

①iPadの画面右上を下にスワイプ
②画面ミラーリングをタップ
③教室名をタップし、先生から聞いたパスワードを入力
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◆３ 使用の決まり



１．安全な使い方

（1）机の上の置き方

・学習中は、机から落ちない場所に置きましょう。

（2）持ち運び方

・落とさないように、両手で持ちます。



２．やってはいけないこと
（１）友だちの写真や動画，音声，作品などを本人の許可なく撮影し

たりネットワーク上にあげたりしない。（肖像権・著作権）
（２）iPadは人に貸さない。

（iPadに，使用する児童が登録されています。）
（３）個人のApple IDやGoogleアカウントは使用しない。

（利用できないようになっています。）
（４）有料サイトやオンラインショップなどの利用はしない。

（利用できないようになっています。）
（５）iCloudやGoogle以外のクラウドを利用したサービスには

アクセスしない。
（６）パスコードは設定しない。
（７）番号シールをはがさない。



３．約束

（１）友達のiPadを勝手に触りません。
（２）電源は，常にオンにしておきます。

（自動的にスリープモードになります。）
（３）授業中，学習に必要な時に，先生が指定したアプリのみ使用し

ます。
（４）「Air Drop」は学習に関係のあるものを送信します。
（５）音量は，自分が聞こえる程度の大きさで使います。
（６）教室外でiPadを使うときは、立ち止まって使用します。
（７）授業時間以外は使用しません。
（８）使い終わったら，キャビネットに戻します。


